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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】上ケーシング、上ケーシングと共に組み立てら
れた底蓋、照明モジュール及び位置決め部材からなる照
明装置を提供する。
【解決手段】上ケーシング１１０と底蓋１２０の間に配
置され、照明モジュール２００は底蓋によって機械的に
支持される。位置決め部材３００は照明モジュール上に
配置され、照明モジュール２００と底蓋１２０の対向位
置は位置決め部材３００によって維持される。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　上ケーシング及び前記上ケーシングと組み立てられた底蓋を含み、前記上ケーシングと
前記底蓋がT-BAR照明装置のケーシングを構成する照明装置において、前記T-BAR照明装置
はさらに、
　前記上ケーシングと前記底蓋の間に配置され、前記底蓋が機械的に支持する照明モジュ
ールと、
　前記照明モジュール上に配置され、前記照明モジュールと前記底蓋の対向位置を維持す
る位置決め部材と、
　を含むことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記底蓋は、
　フレームと、
　前記フレームに組み立てられた複数個の反射板と、
　前記複数個の反射板と前記フレームに組み立てられた複数個のパーティションと、
　を含み、前記複数個の反射板が前記照明モジュールを機械的に支持することを特徴とす
る請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記上ケーシングに組み立てられた複数個のスプリングを含み、前記底蓋は前記複数個
のスプリングと前記上ケーシングによって組み立てられることを特徴とする請求項１に記
載の照明装置。
【請求項４】
　前記上ケーシングに配置された複数個のダミーランプ固定器と、
　前記照明モジュール及び前記ダミーランプ固定器と電気的に接続された電源供給装置と
、
　を含み、前記電源供給装置は前記上ケーシングに配置されたダミー安定器とコネクタを
含み、前記ダミー安定器は前記ダミーランプ固定器と前記コネクタに電気的に接続される
ことを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項５】
　第１固定部材と第２固定部材を更に含み、前記第１固定部材は前記上ケーシングと前記
底蓋に接続され、前記底蓋は前記第１固定部材によって前記上ケーシングの下方に懸架さ
れ、前記第２固定部材は前記上ケーシングと前記照明モジュールに接続され、前記照明モ
ジュールは前記第２固定部材によって前記上ケーシングの下方に懸架されることを特徴と
する請求項１に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記照明モジュールは、
　回路基板と、
　前記回路基板上に配置され、前記回路基板と電気的に接続された少なくとも１つのＬＥ
Ｄ光源と、
　散気板又はプリズムシートを含んで前記回路基板上に配置された光学フィルムと、
を含み、前記ＬＥＤ光源が前記回路基板と前記光学フィルムの間にあり、前記位置決め部
材が前記光学フィルム上に配置されることを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記照明モジュールは放熱板と接続部材をさらに含み、前記放熱板は前記回路基板上に
配置され、前記放熱板と前記ＬＥＤ光源は前記回路基板の対向する両側に配置され、前記
接続部材は前記回路基板と前記光学フィルムを接続することを特徴とする請求項６に記載
の照明装置。
【請求項８】
　前記照明モジュールは放熱板、第１接続部材、第２接続部材をさらに含み、前記放熱板
は前記回路基板と前記光学フィルムの間に配置され、前記放熱板は前記ＬＥＤ光源に対応
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する光透過開口部を有し、前記第１接続部材は前記回路基板と前記放熱板に接続され、前
記第２接続部材は前記放熱板と前記光学フィルムに接続されることを特徴とする請求項６
に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記底蓋は前記照明モジュールを機械的に支持して前記照明モジュールと前記上ケーシ
ングとを接触させ、前記照明モジュールが前記上ケーシングと前記底蓋の間に挟持される
ことを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記照明モジュールは有機エレクトロルミネッセンスモジュール又は少なくとも１つの
冷陰極蛍光ランプを配置したモジュールを含むことを特徴とする請求項１に記載の照明装
置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、照明装置に関し、より詳しくは、代用型照明モジュール（substituted ligh
ting module）を備えたT-BAR照明装置（T-bar lighting apparatus）に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、複数個の蛍光灯（fluorescent tube）を備えたT-BAR照明装置等の使用が幅
広く知られている。図１は従来のT-BAR照明装置の断面概略図である。従来のT-BAR照明装
置１００は上ケーシング１１０、底蓋１２０、複数個のランプ固定器１３０、複数個の蛍
光灯１４０、安定器（ballast unit）１５０、コネクタ１６０及び複数個のスプリング１
７０を含む。底蓋１２０は上ケーシング１１０に取付けられたスプリング１７０によって
上ケーシング１１０と共に組み立てられる。ランプ固定器１３０は上ケーシング１１０の
表面に取付けられて、安定器１５０とコネクタ１６０とは電気的に接続される。図１に示
すように、蛍光灯１４０とランプ固定器１３０は一緒に組み立てられて、ランプ固定器１
３０と電気的に接続され、蛍光灯１４０が上ケーシング１１０と底蓋１２０の間に位置す
る。詳述すると、底蓋１２０は蛍光灯１４０から発射された光線を反射するための複数個
の反射板１２２及び反射板１２２と共に組み立てられた複数個のパーティション（partit
ion）１２４を含む。
【０００３】
　蛍光灯１４０を備えた従来のT-BAR照明装置１００の電力消費量が相当大きいことから
、多くのユーザーが他の省エネの照明モジュールで蛍光灯１４０に代える傾向にある。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述した従来の技術では、多くの取付け時間が無駄となり、しかも取付
け費用が高価であるといった問題があった。
【０００５】
　本考案は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本考案は、照明モジュールを備えた照明装置を提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案によれば、上ケーシング及び上ケーシングと組み立てられた底蓋を含み、上ケー
シングと底蓋がT-BAR照明装置のケーシングを構成する照明装置において、T-BAR照明装置
はさらに、上ケーシングと底蓋の間に配置され、底蓋が機械的に支持する照明モジュール
と、照明モジュールに配置され、照明モジュールと底蓋の対向位置を維持する位置決め部
材とを含むことを特徴とする照明装置が提供される。
【０００７】
　本考案によれば、前記上ケーシングと底蓋はT-BAR照明装置のケーシング（casing）を
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構成することを特徴とする照明装置が提供される。
【０００８】
　本考案によれば、前記底蓋はフレーム、フレームと共に組み立てられた複数個の反射板
及び反射板とフレームと共に組み立てられた複数個のパーティションを含み、照明モジュ
ールは反射板が機械的に支持することを特徴とする照明装置が提供される。
【０００９】
　本考案によれば、前記照明装置は上ケーシングと共に組み立てられた複数個のスプリン
グを更に含み、底蓋はスプリングによって上ケーシングと共に組み立てられることを特徴
とする照明装置が提供される。
【００１０】
　本考案によれば、前記照明装置は上ケーシングに配置された複数個のダミーランプ固定
器及びダミーランプ固定器と電気的に接続する電源供給装置を更に含むことを特徴とする
照明装置が提供される。
【００１１】
　本考案によれば、前記電源供給装置は上ケーシングに配置されたダミー安定器と（上ケ
ーシングに配置された）コネクタとを含み、ダミー安定器はダミーランプ固定器とコネク
タの間に電気的に接続されることを特徴とする照明装置が提供される。
【００１２】
　本考案によれば、前記照明装置は上ケーシングと底蓋の間に接続された第１固定部材（
fixing member）をさらに含み、底蓋は第１固定部材によって上ケーシングの下方に懸架
することができることを特徴とする照明装置が提供される。
【００１３】
　本考案によれば、前記照明装置は上ケーシングと照明モジュールの間に接続された第２
固定部材をさらに含み、照明モジュールは第２固定部材によって上ケーシングの下方に懸
架することができることを特徴とする照明装置が提供される。
【００１４】
　本考案によれば、前記照明モジュールは回路基板、ＬＥＤ光源及び回路基板上に配置さ
れた光学フィルムを含み、ＬＥＤ光源は回路基板上に配置されて回路基板と電気的に接続
され、ＬＥＤ光源は回路基板と光学フィルムの間にあって、位置決め部材は光学フィルム
上に配置されることを特徴とする照明装置が提供される。
【００１５】
　本考案によれば、前記回路基板は金属コアプリント回路基板（metal-core printed cir
cuit board、MCPCB）を含むことを特徴とする照明装置が提供される。
【００１６】
　本考案によれば、前記光学フィルムは散気板（diffusion plate）又はプリズムシート
（prism plate）を含むことを特徴とする照明装置が提供される。
【００１７】
　本考案によれば、前記照明モジュールは回路基板上に配置された放熱板（heat sink）
をさらに含み、放熱板とＬＥＤ光源が回路基板の対向する両側に配置されることを特徴と
する照明装置が提供される。
【００１８】
　本考案によれば、前記照明モジュールは回路基板と光学フィルムの間に接着された接続
部材をさらに含むことを特徴とする照明装置が提供される。
【００１９】
　本考案によれば、前記照明モジュールは回路基板と光学フィルムの間に配置された放熱
板を更に含み、放熱板はＬＥＤ光源に対応する光透過開口部（light-transmitting openi
ng）を備えることを特徴とする照明装置が提供される。
【００２０】
　本考案によれば、前記照明モジュールは回路基板と放熱板の間に接着された第１接続部
材と放熱板と光学フィルムの間に接着された第２接続部材とを更に含むことを特徴とする
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照明装置が提供される。
【００２１】
　本考案によれば、前記照明モジュールは底蓋が機械的に支持して上ケーシングと接触す
ることを特徴とする照明装置が提供される。
【００２２】
　本考案によれば、前記照明モジュールは有機エレクトロルミネッセンス（OLED）モジュ
ール又は少なくとも１つの一冷陰極蛍光ランプ（cold cathode fluorescent lamp）を配
置したモジュールを含むことを特徴とする照明装置が提供される。
【考案の効果】
【００２３】
　本考案によれば、取付け及び交換が簡単でしかもコストパフォーマンスのある照明モジ
ュールが得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】従来のT-BAR照明装置の断面概略図である。
【図２】本考案に係る実施形態における照明モジュールがT-BAR照明装置に組み立てられ
た概略図である。
【図３】本考案に係る実施形態における照明モジュールがT-BAR照明装置に組み立てられ
た概略図である。
【図４】本考案に係る実施形態における照明モジュールがT-BAR照明装置に組み立てられ
た概略図である。
【図５Ａ】本考案に係る実施形態における２つの照明モジュールの断面概略図である。
【図５Ｂ】本考案に係る実施形態における２つの照明モジュールの断面概略図である。
【考案を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本考案を実施するための形態について、詳細に説明する。なお、本考案は、以下
に説明する実施形態に限定されるものではない。図２から図４は本考案に係る実施形態に
おける照明モジュールがT-BAR照明装置に組み立てられた概略図である。図２はランプ固
定器１３０と共に組立てられた蛍光灯１４０を取り外しやすいように、ユーザーがスプリ
ング１７０を押し動かして底蓋１２０を上ケーシング１１０から取り外すことができるこ
とを示している。底蓋１２０を上ケーシング１１０から取り外すと、底蓋１２０は上ケー
シング１１０と底蓋１２０の間に接続された第１固定部材１８０によって上ケーシング１
１０の下方に懸架されて、底蓋１２０の落下を防止する。
【００２６】
　図３は省エネ效果を有する照明モジュール２００を提供し、上ケーシング１１０と照明
モジュール２００の間に接続された第２固定部材１９０によって照明モジュール２００と
上ケーシング１１０を一緒に組み立てることを示している。詳述すると、このときの照明
モジュール２００は第２固定部材１９０により上ケーシング１１０の下方に懸架される。
第１固定部材１８０と第２固定部材１９０は例えば絶縁材料（ポリマー、紡織品等）で製
作された懸架ロープである。本実施形態では、照明モジュール２００は例えば、少なくと
も１つのＬＥＤライトバー（LED light bar）、少なくとも１つのＬＥＤ平面光源、少な
くとも１つの有機エレクトロルミネッセンス（organic light-emitting diode、OLED）ラ
イトバー、少なくとも１つの有機エレクトロルミネッセンス平面光源、冷陰極蛍光ランプ
（cold cathode fluorescent lamp：CCFL）を取付けた照明モジュール、又はその他のタ
イプの照明モジュールである。一例を挙げると、有機エレクトロルミネッセンスはユニバ
ーサル・ディスプレイ・コーポレーション提供のリン光有機ＥＬ（Phosphorescent OLED
、PHOLED）又は白色有機ＥＬ（white OLED、WOLED）である。蛍光灯１４０を取り外すと
、蛍光灯１４０を駆動するためのランプ固定器１３０と安定器１５０はもはや蛍光灯１４
０を駆動するのに用いられることはなく、従ってダミー部品（dummy components）に変化
している。詳述すると、照明モジュール２００を備えた照明装置１００’では、ダミーラ
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ンプ固定器１３０とダミー安定器１５０は上ケーシング１１０に配置されたまま取り外さ
れていない。注目すべきは、本実施形態では状況に応じてさらに蛍光灯を駆動するための
ダミーランプ固定器１３０とダミー安定器１５０を取り外すことができる。このほかに、
本考案に係る他の実行可能な実施形態では、照明モジュール２００は電線又はその他の電
気的に接続するための部材によってダミーランプ固定器１３０と電気的に接続することも
できる。詳述すると、照明モジュール２００は電線又は電源アダプタ（power adapter）
によってダミーランプ固定器１３０に電気的に接続される。本実施形態では、電源アダプ
タは照明モジュール２００に取付ける部材又は回路基板内に別途製作された部材でよい。
【００２７】
　図４は底蓋１２０がスプリング１７０と上ケーシング１１０によって一緒に組み立てら
れて、照明モジュール２００の取付けが完了したことを示している。照明モジュール２０
０が取付けられると、照明モジュール２００は底蓋１２０に安定して支持される。図４か
ら照明モジュール２００が上ケーシング１１０と接触すると、照明モジュール２００が上
ケーシング１１０と底蓋１２０の間に安定して挟持されることが分かる。
【００２８】
　本実施形態では、照明装置１００’のダミー安定器１５０とコネクタ１６０はいわゆる
電源供給装置を構成することができ、ダミー安定器１５０はダミーランプ固定器１３０と
コネクタ１６０との間に電気的に接続される。照明モジュール２００は当初ケーシング１
１０上のコネクタ１６０に配置されて電源コードと電気的に接続される。上記の通り、本
考案は他に適合する方法であれば全て照明モジュール２００と電源コードの間を電気的に
接続することができ、その発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者は異な
る設計要件により、電気的に接続する最適な方法を選擇することができる。
【００２９】
　図４は本考案の上ケーシング１１０、上ケーシング１１０と共に組み立てられた底蓋１
２０、照明モジュール２００及び位置決め部材３００を含む照明装置１００’を示してい
る。照明モジュール２００は上ケーシング１１０と底蓋１２０の間に配置され、照明モジ
ュール２００は底蓋１２０によって機械的に支持される。位置決め部材３００は照明モジ
ュール２００に配置され、照明モジュール２００と底蓋１２０の対向位置は位置決め部材
３００によって維持される。
【００３０】
　本実施形態では、上ケーシング１１０と底蓋１２０はT-BAR照明装置のケーシングを構
成する。詳述すると、底蓋１２０はフレーム１２６、複数個のとフレーム１２６が一緒に
組み立てられた反射板１２２及び複数個の反射板１２２とフレーム１２６が一緒に組み立
てられたパーティション１２４を含み、照明モジュール２００は反射板１２２によって機
械的に支持される。
【００３１】
　図５Ａ、図５Ｂは本考案に係る実施形態における２つの照明モジュールの断面概略図を
示している。図５Ａでは、本考案に係る実施形態による照明モジュール２００は回路基板
２１０（例：金属コアプリント回路基板）、ＬＥＤ光源２２０及び回路基板２１０上に配
置された光学フィルム２３０（例：散気板又はプリズムシート）を含み、ＬＥＤ光源は２
２０回路基板２１０上に配置されて回路基板２１０と電気的に接続され、ＬＥＤ光源２２
０は回路基板２１０と光学フィルム２３０の間にあり、位置決め部材３００は光学フィル
ム２３０上に配置される。詳述すると、位置決め部材３００は光学フィルム２３０の外表
面に配置されて、照明モジュール２００と底蓋１２０の対向位置を維持する。
【００３２】
　図５Ａは、照明モジュール２００が回路基板２１０上に配置された放熱板２４０をさら
に含んで、放熱板２４０とＬＥＤ光源２２０を回路基板２１０の対向する両側に配置する
ことができる。照明モジュール２００と上ケーシング１１０が接触すると、放熱板２４０
は上ケーシング１１０と接触して照明モジュール２００の全体の放熱効果を高めることが
できる。また、照明モジュール２００は回路基板２１０と光学フィルム２３０の間に接着
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された接続部材２５０をさらに含むことができる。
【００３３】
　詳述すると、ＬＥＤ光源２２０の放熱効果を高めるため、回路基板２１０は複数個の連
通孔（図示せず）を有し、放熱板２４０はこれら連通孔を延伸して挿通する複数個の突起
（図示せず）を備えることができ、突起とＬＥＤ光源２２０は直接接触する。注目すべき
は、本考案は各種放熱の解決方法を前記照明モジュール２００に応用することができる。
【００３４】
　有機エレクトロルミネッセンス（OLED）を照明モジュール２００として使用する場合、
有機エレクトロルミネッセンス（OLED）は放熱板２４０上に取付けられたフレキシブルな
フィルムのような部材（flexible film-like device）でよい。一例を挙げると、有機エ
レクトロルミネッセンス（OLED）は例えばフレームによって放熱板上に取付けられ、フレ
キシブルプリント基板（flexible printed circuit：FPC）フィルムと電気的に接続され
る。また、冷陰極蛍光ランプを照明モジュール２００として使用する場合、冷陰極蛍光ラ
ンプは回路基板上に取付けることができる。
【００３５】
　図５Ｂの照明モジュール２００’と図５Ａの照明モジュール２００は類似しているが、
放熱板２４０が回路基板２１０と光学フィルム２３０の間に配置される以外に、放熱板２
４０はさらにＬＥＤ光源２２０に対応する光透過開口部２４２を有する。また、照明モジ
ュール２００’は回路基板２１０と放熱板２４０の間に接着された第１接続部材２５０ａ
及び放熱板２４０と光学フィルム２３０の間に接着された第２接続部材２５０ｂをさらに
含む。詳述すると、ＬＥＤ光源２２０の放熱特性を高めるため、放熱板２４０は回路基板
２１０と直接接触する複数個の突起Ｐを備えることができる。
【符号の説明】
【００３６】
１００：従来のT-BAR照明装置
１００’：照明装置
１１０：上ケーシング
１２０：底蓋
１２２：反射板
１２４：パーティション
１２６：フレーム
１３０：ランプ固定器
１４０：蛍光灯
１５０：安定器
１６０：コネクタ
１７０：スプリング
１８０：第１固定部材
１９０：第２固定部材
２００、２００’：照明モジュール
２１０：回路基板
２２０：ＬＥＤ光源
２３０：光学フィルム
２４０：放熱板
２４２：光透過開口部
２５０：接続部材
２５０ａ：第１接続部材
２５０ｂ：第２接続部材
３００：位置決め部材
Ｐ：突起
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